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研究成果の概要： 

本研究では、第一に、地域社会において生物資源の存続を行うためには、経済原理だけでは

なく「文化として農業」をとらえることが重要であることを示した。第二に、日本各地域にお

いて生物資源の存続を行なっている実例を、在来品種の農産物や家畜生産を中心に実態調査し、

その特色と問題点を明らかにした。第三に、世界各地で行われている地域社会における生物資

源の存続をするためのシステムを、日本のシステムと比較分析した。 
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１．研究開始当初の背景 

日本の食料生産の過程においては、主として、

経済としての農業という視点から研究と分

析が行なわれ、蓄積されてきた。しかし、経

済としての農業という視点からだけでは見

逃されてしまう在来品種の事例や、それを支

える地域独自の技術を伴った農業は、現在で

も数多く存続していることが明らかになっ

てきた。これら固有の家畜や農産物とそれを

生み出す農業が、生物多様性の側面からも重

要性が再認識されるようになってきた。また、

こうした在来品種や固有の農業は、文化資源

としても重要であることがわかってきた。日

本農業の工業化、効率化に伴い、作物や家畜

の単一化が進行し、生物資源としての多様性

の必要性が失われるにしたがい、地域社会に

おける生物資源の多様性をどのように維持

するかが重要な課題となってきた。こうした

在来品種の多様性については、自然科学の分

野からの個別事例の研究は行なわれていた

が、自然科学と人文・社会科学が共同して、

どのように維持すべきかを方法論的に比較

研究したものは、試みられていなかった。 
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２．研究の目的 

本研究は、農業がはたす社会的役割および

自然的役割、文化的役割の三つを、人文社会

科学と自然科学の双方によって統合的に研

究し、方法論を確立し、その方法論を国際的

に比較し、実際に応用できるものへと検証し、

発展させることを目的とする。 

日本におけるフィールドワークを通じて、

それぞれの地域社会の農業と文化との結び

つきを明らかにし、具体的に記述し、記録す

る。消滅の危機にある農業技術や、植物の品

種、家畜の品種と、それを存続させている地

域社会のしくみを記述し、分析する。 

 具体的な地域社会の調査から、日本におけ

る文化としての農業の特色と、生物資源を地

域社会において存続させる方法論を構築す

る。特に、それらが他の社会においても方法

として可能なのか、あるいは外国における方

法と、どう異なっているのかを比較研究する。 

 

 

３．研究の方法 

研究方法の第一は、栽培植物学を中心とした

文化としての農業の研究であり、第二は資源

動物学を中心とした文化としての農業の研

究であり、第三は農村社会学および文化人類

学を中心とした文化としての農業の研究の

研究であり、第四は、農学の方法論とフレー

ムワークの再構築、および地域社会における

生物資源と文化資源の存在、および記録の方

法に関する研究であり、第五は、農学におけ

るフィールドワークに基づく生物資源研究

と文化資源研究の統合に関する方法論の確

立に関する研究である。 

 実際のフィールドワークの対象地域とし

ても、全国を五つの地域に分け、第一は、北

海道・東北地方、第二は中部・北陸地方、第

三は近畿地方、第四は中国・四国地方、第五

は九州・沖縄地方とし、それぞれの地域にお

ける文化としての農業の実態調査を行なう。 

 個別のフィールドから集められた文化と

しての農業の研究と、地域社会における生物

資源の存続の実例を通して、生物資源と文化

資源がどのように結びついているのかを、分

析する。さらに、これら文化としての農業が、

地域経済とどのように関わっているか、地域

の他産業との結びつきはいかに変化してい

るのか、世界経済のグローバル化の影響を受

けているのか、を検討する方法をとった。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果は、以下の四つに分けられる。

第一は、地域社会における生物資源の存続に

関する実態調査を行なったことであり、特に

日本各地における生物資源が地域社会、地域

文化、地域経済とどのように結びついている

かを具体的に明らかにした。 

第二は、栽培植物学的研究であり、栽培植

物と地域振興に関する関係を明らかにした。 

第三は、資源動物学的調査であり、特に農

耕と家畜飼養の連携に関する関係を明らか

にした。 

第四は、「文化としての農業」とういう概

念を提出し、それを日本農業における生物資

源の存続に関するキー概念としてとらえる

とともに、この概念の有効性について理論

的・実証的に検討を加えたことである。 

 

（１）地域社会における生物資源の存続に関

する実態調査 

 本研究においては、東北から沖縄にいたる

まで、各地域の実態調査を行なったが、その

中でも特に集中的に調査を行なった実態調

査としては、①山形県における伝統的野菜の

地方品種の存続に関する、地域経済と栽培技

術に関する調査、②滋賀県における伝統的工

芸作物青花の、栽培方法、経済構造、地域お

こしに伴う栽培の変化とその後の社会経済

的影響に関する調査、③沖縄県における伝統

的野菜、家畜、工芸作物に関する、栽培方法

の変化と、経済構造の変化に伴う地域経済と

地域文化の存続に関する調査を行なった。 

（２）栽培植物起源学的調査とその成果 

本研究では、染料植物アオバナを対象に滋

賀県等で現地調査を実施した。特に、滋賀県

草津市ではアオバナが生物資源として注目

を集め、2003 年頃からその栽培が拡大した。

自治体、企業などが植物体に含まれる成分を

活用した健康食品の開発、生産、流通に参加

し、地域経済の活性化をめざした。アオバナ

は、花弁に含まれる青色色素を友禅染の下絵

用絵具として活用するため、江戸時代以降、

青花紙に加工されて利用されてきた栽培植

物である。ところが、加工技術継承者の高齢

化や着物需要の減少などの理由から、その生

産を続けることが困難な現状が同時に進行

した。また、その文化的価値を一般に伝える

施設や機会はきわめて少なかった。 

 この事例は、生物資源を活用した地域おこ

しにおいて、有用性の発見と商品開発という、

マニュアル化された手順のみを踏襲するこ

との限界を示す。いいかえれば、文化的価値

や歴史的経緯など、地域の個性を活かしてこ

そ、地域固有の栽培植物の「資源化」が果た

せるのである。 

（３）資源動物学的調査とその成果 



 

 

家畜の文化的価値は、対象とする品種の歴

史的希少性、地域的食文化や工芸品との関わ

り、ユニークな飼養形態の有無、景観保全に

おける重要性によって決定される。わが国に

おいては、いくつかの文化的に価値のある在

来品種が存在するが、本研究ではその中で特

に見島牛をとりあげた。見島牛は、外国種と

の交雑を免れ、純粋和種の遺伝子を保存して

いる集団として、昭和３年より天然記念物に

指定されている。本研究では、見島牛の近交

係数や成長曲線を求めるとともに、今後の交

配計画の策定や耕作放棄地での見島牛の放

牧の可能性、観光資源としての見島牛の活用

法について検討を加えた。その結果、見島牛

は、わが国の唯一の純粋和牛集団として文化

的価値が高く、観光資源として利活用するこ

とを住民が期待していることが明かとなっ

た。他方、見島牛は天然記念物となった故に、

黒毛和種を含め他の品種との交雑が一切で

きなくなり、その結果、近交係数の上昇が著

しく、今後、見島牛を保存して行く上で、近

交係数の抑制が重要な課題であることが示

唆された。 

（４）調査研究法全体の成果 

 文化としての農業という概念は、これまで

農学の研究分野ではまれにしか用いられた

ことがなかった。また、農業経済学の分野に

おいては、「文化」という概念は、近年全く

と言っていいほど用いられてこなかった。こ

れは、農業における経済的合理性のみが追求

される傾向にあり、経済合理性をそこなうも

のとして文化概念が捉えられたからである。 

しかし、現代における経済のグローバル化

により、経済的合理性の論理だけでは消滅し

てしまいかねない農業、食料、農耕技術、品

種、あるいはそれを支える文化的活動が、多

数存在しており、それを存続させることが、

むしろ地域経済の活性化にも結びつき、また

国家レベル、地域レベルにおける、経済資源

として有効なことが明らかになってきた。 

 本研究では、それらの農業技術、地方品種、

それを支える文化的活動、経済的連関活動を

調査研究することにより、以下のことを明ら

かにすることができた。 

 まず、農業経済学分野においては、文化の

側面を強調することは、かならずしも経済の

論理と対抗するものではなく、むしろ経済活

動を動かす重要な要素になっていることを

明らかにした。市場経済の一元化に対しては、

生物資源の多様性を保存することがむしろ

グローバルな巨大農業企業と地域経済との

差異化を図る上でも重要になってきている。

また、こうした地域レベルの生物資源は、地

域社会だけではなく都市圏との結びつきを

図ることによって、より大きな経済圏を獲得

し、経済的にも成り立ちうることが明らかに

なった。 
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